
２０１７年８月３１日 

イオンリテール株式会社 

 

 

富山県南砺市産「五箇山ぼべら」 
富山県初のイオン「フードアルチザン（食の匠）」推進協議会設立 

同推進協議会を通じて「五箇山ぼべら」のブランド化を図ります 

 

イオンリテール株式会社は、２０１１年に富山県と締結した包括提携協定に基づき、地

域の伝統的な食文化を守り続ける生産者の方々を応援する「フードアルチザン（食の匠）」

の取り組みの一環として、合掌の森再生協議会さま、五箇山ぼべら生産者部会の皆さま、

なんと農業協同組合さま、南砺市さま、富山県さまと協力し、富山県南砺市産の伝統野菜

「五箇山ぼべら」のブランド化を目的に、「（仮称）五箇山ぼべら推進協議会」を設立いた

しますのでご案内申し上げます。 
 

イオンではお客さまより寄せられたご意見をもとに、全国各地の生産者の皆さまと手を

たずさえて、日本の郷土の味や優れた食文化継承を担う「フードアルチザン（食の匠）」活

動を２００１年よりおこなっています。 

店舗での販売を通じ“知る人ぞ知る”おいしさをご当地以外のお客さまにも積極的にご

提案するとともに、小売業の立場からお客さまに支持される商品の開発にも取り組むこと

で、生産量の増加による地域のより一層の活性化に向けて協業しています。 

 

この取り組みは今回の「（仮称）五箇山ぼべら推進協議会」の設立により、富山県では初

めて、北陸では２例目、全国では１道１府２６県３８例目となります。 

 
 

 

～世界遺産五箇山の伝統野菜「五箇山ぼべら」～ 

  

五箇山では昔から、かぼちゃのことを「ぼべら」とよん

でいました。面白いことに、ポルトガル語でかぼちゃの

ことを abobora（ボーボラ）と言うそうです。いつどん

な風に伝わったのかわかりませんが、古くから伝統と文

化を受け継ぎ、暮らしてきた五箇山ならではのエピソー

ドかもしれません。  

合掌の森再生協議会では、代々種を受け継いで大切に育

てられてきたラグビーボール型のかぼちゃを「五箇山ぼ

べら」と名付け、五箇山の伝統野菜としてブランド化を

目指し活動しています。  

この「五箇山ぼべら」は、合掌づくりの屋根に使われた古茅を再利用した昔ながらの農法

で栽培しています。  

この「五箇山ぼべら」を通して、世界遺産に登録された五箇山の歴史文化や自然と共に暮

らす人間の知恵を伝えていきます。 

 



【「（仮称）五箇山ぼべら推進協議会」について】 

 設立日：２０１７年９月８日（金） 

  

 構成員：合掌の森再生協議会、五箇山ぼべら生産者部会、なんと農業協同組合、 

南砺市、富山県、イオンリテール株式会社 

 

 活動内容：①研究機関等と連携した生産技術の向上、ブランド化の推進 

②インターネット等を活用した五箇山ぼべらの情報発信 

     ③五箇山ぼべらを通じた産地のＰＲ 

     ④その他目的達成のための必要な事項 

     ⑤五箇山ぼべら販売促進 

 

【「五箇山ぼべら」の販売について】 

販売期間：２０１７年９月９日（土）～９月末頃まで 

（予定） 

 

販売店舗：イオンリテール㈱３店舗 

      イオン高岡南店、イオン高岡店、イオンスタイルとなみ 

     マックスバリュ北陸㈱４店舗 

      マックスバリュ上飯野店、マックスバリュ上市店、マックスバリュ氷見店、

マックスバリュ黒部店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 


